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工事が完了

安心・安全なまちづくり

　市教育委員会では、年次計画的に耐震補強

工事や老朽化した校舎の改造工事などの教育

環境整備に取り組んでおります。

　学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ご

す学習・生活の場であるとともに、災害発生

時には地域住民の避難場所となる大切な施設

であることから、平成13年度から事業年度の

前倒しにより、順次工事を施工してまいりま

した。

　平成20年９月末で市内すべての小学校の耐

震化及び大規模改造工事が完了しました。ま

た、平成21年度で岩出中学校北校舎の耐震化

工事を計画しており、これで市内すべての小

中学校の耐震化及び大規模改造工事が完了い

たします。

　今後も安心・安全なまちづくりを推進する

ため、教育施設等の整備の充実を図ってまい

ります。
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晩
秋
の
候
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
制
施
行
後
初
と
な
る
、
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙

に
際
し
ま
し
て
は
、
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
各
方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
町
制
か
ら

数
え
、
引
き
続
き
４
期
目
の
岩
出
市
政
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
複
雑
多
様
化
す

る
社
会
情
勢
の
中
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
負
託

に
お
応
え
す
る
こ
と
、
ま
た
、
岩
出
市
の
未
来
を
担

う
重
責
に
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　
〝
我
が
ま
ち
は
す
て
き
な
り
き
〞
そ
う
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
思
い
初
登
庁
し
て
か

ら
、
12
年
の
月
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
こ

れ
ま
で
の
12
年
間
、
住
民
の
皆
さ
ん
、
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
、
ま
た
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
多
く
の
方
々
の

ご
理
解
ご
協
力
を
得
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
12
年
間
、「
ま
ち
づ
く
り
」、「
対
話
と

協
調
」、「
自
主
財
源
の
確
保
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を
ま
ち
の
将
来
像
と
し
た
「
第

４
次
岩
出
町
長
期
総
合
計
画
」（
現
在
、「
第
１
次
岩

出
市
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
改
訂
）
を

策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
を
定
め
、
こ
の

長
期
総
合
計
画
に
基
づ
く
各
種
施
策
・
事
業
を
効
率

的
・
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
実
施
計
画
を
策
定

し
、
徹
底
し
た
各
種
施
策
・
事
業
の
運

用
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
18
年
４
月
１
日
に
は
、
先
人

の
皆
さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
ま
ち

づ
く
り
の
集
大
成
と
も
言
え
る
和
歌
山

県
内
で
50
年
ぶ
り
と
な
る
単
独
で
の
市

制
を
施
行
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
単
独

市
制
施
行
を
飛
躍
の
絶
好
の
契
機
と
し

て
、
市
発
展
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
対
話
と
協
調
」
で
は
、
平

成
９
年
度
か
ら
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聴
か
せ
い
た

だ
く
た
め
の
「
市
政
懇
談
会
」（
当
時
は
「
町
政
懇

談
会
」）
を
市
内
18
会
場
で
毎
年
開
催
す
る
と
と
も

に
、
情
報
化
時
代
の
声
に
応
え
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
意
見
箱
」の
開
設
な
ど
、常
に
住
民
の
声
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
政
へ
反
映
で
き
る
よ
う
な
、
開
か
れ
た
行
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
自
主
財
源
の
確
保
」
で
は
、
長
期
総
合
計
画
に

よ
る
無
駄
の
な
い
計
画
的
な
各
種
事
業
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
、徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

国
か
ら
の
補
助
金
や
起
債
な
ど
を
活
用
し
、
後
世
に

負
担
を
残
さ
な
い
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
の
地
方
自
治
体
で
最
も
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
福
祉
・
医
療
の
分
野
で
は
、
常
に

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
サ
ー
ビ

ス
が
行
き
届
く
よ
う
、
職
員
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
３
年
目
の
本
年
は
、
都
市
文
化
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
な
る
「
下
水
道
の
供
用
開
始
」、
地
球

環
境
保
全
の
た
め
の
環
境
に
や
さ
し
い
「
新
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
」、
ま
た
、
東
南
海
・
南
海
地

震
か
ら
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
の
「
市

内
全
小
学
校
の
耐
震
化
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
具
体
的
な
形
を
持
っ
て
実
現
さ
れ
る
年
で
も
あ

り
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
ま
し
て
は
、
国
・
県
事

業
で
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
紀
北
西
道
路
の
早
期
着

手
、
府
県
道
泉
佐
野
岩
出
線
の
４
車
線
化
促
進
な
ど

を
、
市
事
業
で
は
、
継
続
事
業
と
し
て
公
共
下
水
道

の
充
実
、都
市
計
画
道
路
安
上
中
島
線
の
全
線
開
通
、

都
市
公
園
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、来
年
度
か
ら
は
時
代
の
情
勢
に
合
致
し
、

市
民
の
声
を
反
映
し
た
「
第
２
次
岩
出
市
長
期
総
合

計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
長
期
総
合
計
画
は
、
市
と

な
っ
た
岩
出
が
、
い
か
に
次
の
時
代
に
向
か
っ
て
、

進
ん
で
い
く
か
と
い
っ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
た
計
画
と
し

て
、
策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
我
が
国
で
は
、
三
位
一
体
改
革
を
は
じ
め

各
種
構
造
改
革
の
名
の
下
、
地
方
自
治
体
の
リ
ス
ト

ラ
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
分
権
改
革
、
行
財

政
改
革
、
地
方
公
務
員
法
改
正
な
ど
と
い
っ
た
、
地

方
自
治
体
を
切
り
捨
て
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
改

革
が
進
む
中
、
地
方
自
治
体
は
、
自
主
自
立
の
自
治

体
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
急

激
に
変
化
を
遂
げ
る
社
会
情
勢
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多

種
多
様
化
な
ど
、
今
後
の
行
政
運
営
に
は
、
施
策
の

「
選
択
と
集
中
」、
事
業
展
開
の
ス
ピ
ー
ド
感
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
※
に
よ
る
諸
施
策
の
再
構
築
、
各
種

経
費
の
見
直
し
な
ど
、
厳
し
さ
に
耐
え
る
組
織
の
確

立
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
著
し
く
変
化

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
も
多
種
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
、
我
が
ふ
る
さ

と
岩
出
に
想
う
気
持
ち
は
12
年
た
っ
た
今
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。〝
我
が
ま
ち
は
す
て
き
な
り
き
〞
そ
う
思

え
る
ま
ち
を
、
市
の
風
格
を
持
っ
た
ま
ち
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
ま
ち
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
築
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

　
〔plan

（
立
案
・
計
画
）、do

（
実
施
）、check

（
検
証
・

評
価
）、action

（
改
善
・
見
直
し
）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も

の
〕
行
政
政
策
や
企
業
の
事
業
評
価
に
あ
た
っ
て
計
画
か
ら

見
直
し
ま
で
を
一
環
し
て
行
い
、
さ
ら
に
そ
れ
を
次
の
計
画
・

事
業
に
い
か
そ
う
と
い
う
考
え
方
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
〝
我
が
ま
ち
は
す
て
き
な
り
き
〞

　
　
　

〜
そ
う
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

岩
出
市
長　

中　

芝　

正　

幸　
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投　票　所　名 当日有権者数 投票者数
男 女 計 男 女 計

第１投票所
岩出地区公民館 1,260 1,436 2,696 586 684 1,270

46.51 47.63 47.11
第２投票所
山崎地区公民館 1,208 1,298 2,506 458 505 963

37.91 38.91 38.43
第３投票所
境谷集会所 25 35 60 18 27 45

72.00 77.14 75.00
第４投票所
根来地区公民館 1,259 1,411 2,670 507 581 1,088

40.27 41.18 40.75
第５投票所
押川集会所 11 13 24 8 10 18

72.73 76.92 75.00
第６投票所
上岩出地区公民館 1,705 1,889 3,594 763 848 1,611

44.75 44.89 44.82
第７投票所
船山地区公民館 385 445 830 199 211 410

51.69 47.42 49.40
第８投票所
鴨沼集会所 809 926 1,735 343 376 719

42.40 40.60 41.44
第９投票所
山宮の浦自治会集会所 744 829 1,573 272 336 608

36.56 40.53 38.65
第10投票所
岩出市中央公民館 615 671 1,286 256 313 569

41.63 46.65 44.25
第11投票所
岩出市民総合体育館 1,268 1.375 2,643 470 537 1,007

37.07 39.05 38.10
第12投票所
紀泉台地区公民館 1,414 1,536 2,950 673 785 1,458

47.60 51.11 49.42
第13投票所
上岩出地区コミュニティセンター 1,594 1,742 3,336 593 703 1,296

37.20 40.36 38.85
第14投票所
岡田集会所 992 1,053 2,045 291 336 627

29.33 31.91 30.66
第15投票所
岩出市総合保健福祉センター 1.382 1,500 2,882 471 543 1,014

34.08 36.20 35.18
第16投票所
皆楽園在宅介護支援センター 990 1,158 2,148 293 344 637

29.60 29.71 29.66
第17投票所
中島会館 734 784 1,518 224 245 469

30.52 31.25 30.90
第18投票所
サンホール 1,140 1,258 2,398 383 473 856

33.60 37.60 35.70
第19投票所
桜台地区公民館 1,138 1,204 2,342 417 445 862

36.64 36.96 36.81
期日前投票所
岩出市役所第１会議室

1,276 1,630 2,906
6.83 7.93 7.41

合　　　　　計 18,673 20,563 39,236 8,501 9,932 18,433
45.53 48.30 46.98

岩出市長選挙における各投票所の投票結果
（単位：人、％）

平成20年9月28日執行

岩出市長選挙
開票結果

当日有権者数 39,236人
投 票 総 数 18,433票
有効投票数 18,135票
無効投票数 298票
欠 票 数 0票
投 票 率 46.98％

候補者名（届出順）

候補者の氏名 党　派 得票数

下村まさひろ 日本共産党 2,238

なかしば正幸 無　所　属 10,175

と き 健 二 無　所　属 5,722

合　　　　計 18,135

選挙管理委員会からお知らせ

　9月28日執行の岩出市長選挙は、市内
19ヶ所の投票所にて一斉に投票が行われ、
午後9時からは、市民総合体育館にて即日開
票を行い、結果は次のとおりとなりました。

※不在者投票（男28、女63、計91）については、第10投票所に含まれております。

住生活総合調査に
ご協力ください
問合せ先／事業部 都市計画課 TEL：62-2141内線 225

　全国で平成20年住生活総合調査が実施されます。
　本市においても、10月に実施された住宅・土地統計調査に回答
いただいた世帯の中から無作為に抽出した世帯を対象として、11
月24日から12月７日までの間、統計調査員証を持った調査員がお
伺いしますので御協力のほどよろしくお願いいたします。
　なお、本調査は、居住環境を含めた住生活全般に関する実態や居
住者の意向・満足度等を総合的に調査し、国などの住宅施策の基礎
資料とすることを目的としています。





NEWS
IWADE



5 広報いわで　2008.11

NNEWSEWS
IIWADEWADE

平
成
二
十
年
度

「
学
校
開
放
月
間
」
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式
で

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
表
彰
さ
れ
る

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

そ
の
職
務
に
精
励
し
、
功
績
が
顕

著
で
あ
る
と
し
て
、
去
る
10
月
16

日
、
和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労
者

表
彰
式
に
お
き
ま
し
て
、
つ
ぎ
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
感
謝
状
受
賞

　

河
瀨
清
司
（
南
大
池
）

　

金
田
定
子
（
根
来
）

和
歌
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
受
賞

　

道
本
健
一
（
溝
川
）

　

上
野
源
一
（
曽
屋
）

　

岡
上
哲
雄
（
山
）

教
育
委
員
に　

佐
谷 

妙
子
氏
が
再
任

　

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
、

平
成
20
年
10
月
１
日
付
け
で
教
育

委
員
に
佐
谷　

妙
子
氏（
岩
出
市
根

来
1233
番
地
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
開
放
月
間
と
は

　

小
中
学
校
に
お
い
て
、
県
下
一

斉
に
11
月
を
学
校
開
放
月
間
と
定

め
、
授
業
や
学
校
行
事
等
を
公
開

す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
教
育
活

動
を
説
明
す
る
機
会
と
し
、
保
護

者
や
地
域
の
人
々
が
学
校
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
、
地
域
ぐ
る
み

で
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
機
運
を

高
め
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　

左
記
の
日
程
で
学
校
開
放
を
行

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
々
の
ご
来
校
を
お
持
ち
し
て

い
ま
す
。

○
岩
出
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

11
月
11
日
㈫

　
　

８
時
45
分
〜
15
時
20
分

　

授
業
参
観

　
　

13
時
40
分
〜
14
時
25
分

　

教
育
講
演
会

　
　

14
時
35
分
〜
15
時
40
分

　

岩
小
祭
り

　
　

11
月
28
日
㈮

　
　

13
時
10
分
〜
14
時
40
分

○
山
崎
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

11
月
５
日
㈬

　
　

９
時
30
分
〜
11
時
15
分

　
　

13
時
35
分
〜
14
時
20
分

　

親
子
音
楽
会

　
　

11
月
５
日
㈬

　
　

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
高
学
年

　
　

13
時
35
分
〜
14
時
20
分
低
学
年

○
山
崎
北
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

11
月
５
日
㈬
７
日
㈮

　
　

８
時
40
分
〜
12
時
15
分

　

授
業
参
観
・
懇
談
会

　
　

11
月
５
日
㈬

　
　

13
時
40
分
〜

　

山
北
学
園
祭

　
　

11
月
16
日
㈰

　
　

11
時
00
〜
15
時
30
分

○
根
来
小
学
校

　

根
小
親
子
祭

　
「
根
来
へ
よ
っ
と
い
デ
ー
」

　
　

11
月
８
日
㈯

　

公
開
授
業

　
　

９
時
00
分
〜
９
時
45
分

　

イ
ベ
ン
ト
Ⅰ

　
　

10
時
00
分
〜
10
時
50
分

　

イ
ベ
ン
ト
Ⅱ

　
　

11
時
00
分
〜
11
時
50
分

○
上
岩
出
小
学
校

　

道
徳
教
育
発
表
会

　
　

11
月
６
日
㈭

　
　

13
時
00
分
〜

　
　
（
学
校
関
係
者
の
み
）

　

授
業
参
観
・
懇
談
会

　
　

11
月
20
日
㈭

　
　

13
時
35
分
〜

○
中
央
小
学
校

　

土
曜
お
も
し
ろ
教
室

　
　

11
月
８
日
㈯

　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

授
業
公
開

　
　

11
月
11
日
㈫

　
　

13
時
40
分
〜
16
時
00
分

　

講
演
会

　
　

11
月
11
日
㈫

　
　

14
時
45
分
〜
16
時
00
分

○
岩
出
中
学
校

　

総
合
文
化
祭

　
　

11
月
７
日
㈮

　
　

９
時
〜
14
時
30
分

　

岩
出
リ
フ
ォ
ー
ム
大
作
戦

　
　

11
月
９
日
㈰

　
　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

授
業
参
観

　
　

11
月
19
日
㈬

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

○
岩
出
第
二
中
学
校

　

授
業
公
開

　
　

11
月
４
日
㈫
〜
11
月
７
日
㈮

　
　

10
時
45
分
〜

　

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
公
開
は

　

16
時
30
ま
で

　

授
業
参
観

　
　

11
月
６
日
㈭

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

※
詳
細
は
各
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

耐震診断（無料）＆耐震改修補助のお知らせ
地震被害の備えとして、昭和56年５月 31日以前に建築された木造住宅に対し、
次のような補助制度があります。
是非わが家の耐震性を確認し家屋の耐震化を図りましょう。
詳しくは下記までお問い合わせください。

▲新潟県中越沖地震
１．耐震診断　個人負担はありません。（無料）
２．耐震改修　改修工事費の⅔（60万円限度）を補助します。

問合せ先　事業部都市計画課　  TEL 0736-62-2141（内線223）
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「
火
の
し
ま
つ

　
　
　

君
が
し
な
く
て　

　
　
　
　
　
　
　
　

誰
が
す
る
」

◎
期　

間

　

11
月
９
日
㈰
〜
11
月
15
日
㈯
ま

で
の
７
日
間

◎
目　

的

  

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

◎
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

― 

３
つ
の
習
慣 

―

•
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

•
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

•
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

　

― 

４
つ
の
対
策 

―

•
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す

る
。

•
家
具
や
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

•
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

•
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

 
平
成
20
年

  
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

 

岩
出
市
巡
回
バ
ス
の

　
　
　

コ
ー
ス
見
直
し
等
に
つ
い
て

　

市
内
を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
運
行
当
初
か
ら
大
幅
な
運

行
経
路
の
変
更
が
な
く
、
近
年
、
乗
降
人
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
た
め
、

更
な
る
利
便
性
を
求
め
る
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
少
な
い
バ

ス
停
の
廃
止
を
含
め
路
線
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
10
月
13
日
（
体
育
の
日
）

大
宮
緑
地
総
合
運
動
公
園
に
お
い

て
、
第
3
回
岩
出
市
民
運
動
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
演
技
種
目
は
も
ち
ろ
ん

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
ペ
タ
ン
ク
＆
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
に
も
、
住
民

の
皆
様
方
に
多
数
ご
参
加
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 　

主
な
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔
運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕

◎
地
区
対
抗
リ
レ
ー

優
勝　

清
水
チ
ー
ム

2
位　

新
田
広
芝
・
西
国
分

　
　
　

チ
ー
ム

3
位　

紀
泉
台
チ
ー
ム

◎
チ
ー
ム
リ
レ
ー

優
勝　

硬
式
野
球
Ａ

　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

2
位　

サ
ッ
カ
ー
協
会
Ａ

3
位　

サ
ッ
カ
ー
協
会
Ｂ

◎
小
学
校
対
抗
リ
レ
ー

優
勝　

山
崎
北
小
学
校

2
位　

岩
出
小
学
校

3
位　

上
岩
出
小
学
校

◎
消
防
分
団
対
抗
リ
レ
ー

優
勝　

第
4
分
団

◎
4
地
区
対
抗
綱
引
き

優
勝　

岩
出
地
区

〔
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〕

◎
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
　
　
　
　
　
（
参
加
16
チ
ー
ム
）

優
勝　

森
正
子
・
宮
村
静
子
・

　
　
　

池
浦
篤
子

2
位　

田
和
順
子
・
藤
本
敏
治
・

　
　
　

大
塚
勲

3
位　

辻
綾
・
佐
野
ひ
と
し
・

　
　
　

田
中
功

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
80
名
）

▽
女
子
の
部

優
勝　

吉
田
ミ
チ

2
位　

村
山
久
子

3
位　

小
西
恵
美
子

▽
男
子
の
部

優
勝　

宮
村
誠
一
郎

2
位　

吉
盛
一
男

3
位　

佐
伯
三
千
三

 

第
３
回 

岩
出
市
民
運
動
会
盛
会
に
終
わ
る

◎実施日　毎月第１、第３日曜日に行い
ます。
◎場所　那賀消防本部防災センター
　　　　（岩出市中迫）
「11月・12月・１月・２月・３月の予定」
☆上級救命講座
【日程】２月１日　午前９時～午後５時
☆普通救命講座
【日程】11月16日・12月21日・１月18日・
　　　  2月15日・３月15日
　　　  午前９時～ 12時
上級・普通救命講座ともに
【対象者】中学生以上
【内容】救命に必要な技術をマスターしま
す。（修了証・ミニ救急セット進呈）
☆幼児の応急手当講座
【日程】11月２日・12月７日・３月１日
　　　  午前９時30分～ 11時30分
【対象者】一般のみ
【内容】幼児の病気やケガについて応急手
当を学びます。
（ミニ救急セット進呈）
☆おこのみ講座
【日程】毎月第１・第３日曜日の午後から
【内容】受講者の要望に応じて、各種の防
災体験学習を行います。
　各講座のお問い合わせは防災センター
（℡61-7259）へ。

那 賀 消 防 組 合 か ら
日曜消防講座開催のお知らせ

（受講料無料）
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９
月
６
日
㈯
岩
出
市
民
総
合
体

育
館
に
お
い
て
「
第
３
回
岩
出
市

青
少
年
育
成
市
民
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
少
年
少
女
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
中
学
生
に

よ
る
「
少
年
の
主
張
」
作
文
発
表
、

野
上
野
地
区
育
成
会
の
活
動
報

告
、
ア
ク
ト
研
究
室
代
表
鳥
渕
朋

子
氏
に
よ
る
「
心
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
で
明
る
い
未
来
」
と
題
し

た
講
演
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
ゆ
う
か
り
〜
ず
一
番
組
に
よ

る
「
演
舞
」
が
発
表
さ
れ
、
元
気

一
杯
の
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
ロ
ビ
ー
で
は
、
地
区
育

成
会
の
活
動
状
況
等
日
常
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

な
ど
あ
り
、
多
数
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
盛
会
裡
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活

動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
岩
出
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
協
議
会

の
二
団
体
に
岩
出
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
３
回 

岩
出
市
青
少
年
育
成

　
　
　
　
　

市
民
大
会
が
開
催
さ
れ
る

花岡理加さん（岩中） 魚津颯二郎くん（岩中）

増田彩香さん（岩出二中） 木村優希さん（岩出二中）

紀
州
根
来
寺

　

紀
州
根
来
寺
か
く
ば
ん
祭
り
は
、
少

し
で
も
多
く
の
人
に
岩
出
の
歴
史
、
根

来
寺
や
周
辺
の
歴
史
・
文
化
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
体
感
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
根
来
寺
開
祖
の
か
く
ば

ん
上
人
の
お
名
前
を
い
た
だ
き
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◎
内
容　

能
舞
・
民
俗
芸
能
・
鉄
砲
隊

の
演
武
な
ど
。
お
茶
席
コ
ー
ナ
ー
・
根

来
塗
な
ど
の
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
物

産
コ
ー
ナ
ー
・
ね
ご
ろ
山
散
策
ウ
ォ
ー

ク
・
語
り
部
ツ
ア
ー
・
お
餅
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
。

（
参
加
無
料
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ツ
ア
ー

な
ど
は
当
日
の
申
込
が
必
要
）

※

当
日
「
紀
州
根
来
鉄
砲
ま
つ
り
」
が
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
一
乗
閣
前
で

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
方

も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
観
光
協
会

　
（
岩
出
市
商
工
会
館
１
Ｆ
）

　

電
話　

０
７
３
６
６
２
７
１
０
１

か
く
ば
ん
祭
り

か
く
ば
ん
祭
り

11
月
22
日
土

午
後
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

日 

時

根
来
寺
境
内

場 

所
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　平成19年度 一般会計および特別会計決算額

～ 用 語 説 明 ～
●普通会計：地方公共団体における地方公営事業会計以外の会計のことです。岩出市では一般会計、地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計、墓園事業
特別会計のことをいいます。

●標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。
●臨時財政対策債：地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外の経費にも当てられる地方財政法第5条の特例として発行される地方債のことです。
●早期健全化基準：この基準以上の場合には、議会の議決を経て、財政の状況が悪化した要因の分析を踏まえ、必要最小限度の期間内に、実質赤字を解消する
こと、他の３つの健全化判断比率を早期健全化基準未満とすることを目標として財政健全化計画を定めなければならないとされています。

●経営健全化基準：この基準以上の場合には、当該公営企業の経営状況が悪化した要因の分析を踏まえ、必要最小限度の期間内に、資金不足比率を経営健全化
基準未満とすることを目標として経営健全化計画を定めなければならないとされています。

　平成19年度一般会計については、歳入15,641,335千円（対前年度15.7％増）、歳出15,384,849
千円（対前年度16.3％増）となりました。各特別会計決算額については、以下のとおりです。
＊平成19年度決算の詳細内容については、決算特別委員会審議後広報にて公表致します。

平成19年度決算に係る健全化判断比率について（暫定値）
地方公共団体の財政健全化に関する法律が平成20年4月から一部施行され、財政指標の公表が義務付けされました。

（１）実質赤字比率：非該当（早期健全化基準：１３．７１％）
　　普通会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。赤字額は発生しないため、非該当です。
（２）連結実質赤字比率：非該当（早期健全化基準：１８．７１％）
　　全会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。全会計を通じて赤字額は発生しないため、非該当です。
（３）実質公債費比率：１６．２％（早期健全化基準：２５．０％）
　普通会計、特別会計、公営企業会計、一部事務組合会計を含め、普通会計が負担すべき公債費を標準財政規模を基本
として示した3カ年平均の比率。臨時財政対策債の単年度償還により１６．２％となりますが、平成19年度末において
臨時財政対策債の市債残高がなくなりましたので、今後は改善される見通しです。

（４）将来負担比率：３２．４％（早期健全化基準：３５０．０％）
　将来にわたる負債額を標準財政規模を基本として示した比率。特別会計と一部事務組合会計の地方債残高、退職手当
見込等の負債などが含まれます。早期健全化基準に比べて低い水準にある要因としては、地方債残高が少ないことと公
社等の負債が少ないことが挙げられます。

（５）資金不足比率：非該当（経営健全化基準：２０．０％）
　　水道事業会計と下水道事業特別会計の公営事業会計において資金不足が生じないため、非該当です。

＊今回報告の数値は暫定値であり、数値変更する場合もありますので、予めご了承ください。

　平成19年度 公営企業会計決算額

歳　入 歳　出 差　引
一般会計 15,641,335 15,384,849 256,486
国民健康保険特別会計 4,659,560 4,657,351 2,209
老人保健特別会計 2,825,997 2,807,074 18,923
介護保険特別会計 2,082,243 2,081,167 1,076
地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計 5,131 4,783 348
下水道事業特別会計 1,294,263 1,281,921 12,342
墓園事業特別会計 76,963 76,963 0
※特別会計とは、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計のことです。

単位：千円

収　入 支　出 差　引

水道事業会計 収益的収支 871,016 752,542 118,474
資本的収支 175,589 493,380 -317,791

※公営企業会計とは、地方公営企業法の適用を受ける企業会計のことです。岩出市では水道事業会計のことをいいます。

単位：千円

平成19年度 岩出市決算状況
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　平成20年度 補正予算の状況
　平成20年度一般会計当初予算額は、146億2,580万円でした。上半期において4,708万1千円を追加し、歳入歳出そ
れぞれ146億7,288万1千円になりました。
　補正の主な内容は、人事異動による人件費、一部事務組合負担金の追加交付及び精算による返還金、第三子以降に係
る保育料・県補助金等です。
　平成20年度特別会計については、老人保健特別会計、介護保険特別会計、下水道事業特別会計において補正予算を
組んでいます。なお、各会計に係る補正の状況は、次のとおりです。

（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
款 本年度予算額 補正額 計 構成比

1 市 税 5,223,372 0 5,223,372 35.6
2 地 方 譲 与 税 138,000 0 138,000 0.9
3 利 子 割 交 付 金 73,000 0 73,000 0.5
4 配 当 割 交 付 金 56,000 0 56,000 0.4
5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 39,000 0 39,000 0.3
6 地 方 消 費 税 交 付 金 303,000 0 303,000 2.1
7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 9,000 0 9,000 0.0
8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 54,000 0 54,000 0.4
9 地 方 特 例 交 付 金 58,000 0 58,000 0.4
10 地 方 交 付 税 2,240,000 0 2,240,000 15.3
11 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 6,000 0 6,000 0.0
12 分 担 金 及 び 負 担 金 711,778 -11,598 700,180 4.8
13 使 用 料 及 び 手 数 料 103,216 0 103,216 0.7
14 国 庫 支 出 金 1,810,021 6,952 1,816,973 12.4
15 県 支 出 金 822,590 12,751 835,341 5.7
16 財 産 収 入 16,495 0 16,495 0.1
17 寄 付 金 1,000 0 1,000 0.0
18 繰 入 金 1,011,355 21,344 1,032,699 7.0
19 繰 越 金 1 0 1 0.0
20 諸 収 入 129,072 17,632 146,704 1.0
21 市 債 1,820,900 0 1,820,900 12.4

歳入合計 14,625,800 47,081 14,672,881 100.0

（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
款 本年度予算額 補正額 計 構成比

1 議 会 費 138,421 186 138,607 1.0
2 総 務 費 1,280,956 21,447 1,302,403 8.9
3 民 生 費 4,172,695 -17,615 4,155,080 28.3
4 衛 生 費 3,939,173 2,482 3,941,655 26.9
5 農 林 業 費 325,113 3,902 329,015 2.2
6 商 工 費 76,232 1,710 77,942 0.5
7 土 木 費 1,360,394 -4,079 1,356,315 9.3
8 消 防 費 618,428 19,493 637,921 4.3
9 教 育 費 1,459,268 6,457 1,465,725 10.0
10 災 害 復 旧 費 4 0 4 0.0
11 公 債 費 1,200,532 0 1,200,532 8.2
12 諸 支 出 金 4,584 13,098 17,682 0.1
13 予 備 費 50,000 0 50,000 0.3

歳出合計 14,625,800 47,081 14,672,881 100.0

一 般 会 計

特 別 会 計

公営企業会計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　　計　　　名 当初予算額 補正額 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,621,134 0 4,621,134
老 人 保 健 特 別 会 計 472,982 14,853 487,835
介 護 保 険 特 別 会 計 2,160,275 3,709 2,163,984
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 503,610 0 503,610
地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計 1,850 0 1,850
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,135,624 17,997 1,153,621
墓 園 事 業 特 別 会 計 89,130 0 89,130

合　　　計 8,984,605 36,559 9,021,164

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
水道事業会計（収入） 当初予算額 補正額 計

収 益 的 収 入 970,440 300 970,740
資 本 的 収 入 84,420 0 84,420

合　　　計 1,054,860 300 1,055,160

水道事業会計（支出） 当初予算額 補正額 計
収 益 的 支 出 967,732 -4,563 963,169
資 本 的 支 出 338,420 0 338,420

合　　　計 1,306,152 -4,563 1,301,589

平成19年度 岩出市決算状況
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人
権
と
い
う
言
葉
は
み
ん
な
が

知
っ
て
い
る
言
葉
。
で
も
、
私
た

ち
は
、普
段
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、

人
権
に
つ
い
て
意
識
す
る
こ
と
は

少
な
く
、
つ
い
無
関
心
に
な
り
が

ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
生
活
を
人
権
の
視
点

で
見
直
し
て
み
る
と
、
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
こ
と

に
気
が
つ
く
で
し
ょ
う
。例
え
ば
、

子
ど
も
が
思
い
通
り
に
な
ら
な
く

て
、
つ
い
子
ど
も
の
心
が
傷
つ
く

よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

毎
日
の
中
で
、
一
番
大
切
な
の

は
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る〝
優

し
い
こ
こ
ろ
〞
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ど
ん
な
時
で
も
〝
優
し
い
こ
こ

ろ
〞
で
考
え
て
み
る
こ
と
が
、
か

け
が
え
の
な
い
人
権
を
守
る
第
一

歩
だ
と
思
う
の
で
す
。　
　

　

11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
は

「
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
」
で

す
。

　

―
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に

　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
―

　
　

〜
月
間
の
趣
旨
〜

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で

あ
り
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

は
、
最
も
根
本
的
な
課
題
で
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
を
築
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
人
権
の
主
体
者
と
し
て
、

自
ら
の
人
権
や
他
者
の
人
権
を
尊

重
し
、
さ
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
人

権
問
題
を
自
分
の
課
題
と
し
て
捉

え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
」

で
は
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
人
権

行
政
の
規
範
で
あ
る
「
和
歌
山
県

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
、

外
国
人
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
、
刑

を
終
え
て
出
所
し
た
人
な
ど
す
べ

て
の
人
の
人
権
の
尊
重
に
向
け

て
、
関
係
機
関
・
団
体
等
の
連
携
・

協
力
の
も
と
、
総
合
的
な
人
権
啓

発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
は

「
同
和
運
動
推
進
月
間
」
で
す
。

　
　

〜
月
間
の
趣
旨
〜

　

同
和
問
題
の
解
決
は
、
す
べ
て

の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明

る
く
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
築
く

た
め
に
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
問
題

解
決
の
た
め
の
取
組
が
営
々
と
行

わ
れ
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、残
念
な
が
ら
、

同
和
問
題
は
完
全
に
解
決
し
た
と

は
言
え
ず
、
今
な
お
差
別
に
苦
し

む
人
々
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、

一
日
も
早
い
同
和
問
題
の
解
決
を

め
ざ
す
た
め
に
、「
人
権
を
考
え

る
強
調
月
間
」
に
よ
る
取
組
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
効
果
的
な
啓

発
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、
差
別

が
あ
る
限
り
そ
の
解
決
に
向
け
た

取
組
を
続
け
る
と
い
う
決
意
の
も

と
、
同
和
運
動
推
進
月
間
に
関
係

機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を
密
に

し
、
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
集
中

的
に
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

　
　
　
　
　

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

〜
優
し
い
こ
こ
ろ
を
大
切
に
〜

岩出市イメージキャラクター
そうへぃちゃん

落書きは消せても、
傷ついた心の傷は消せないよ

人権はあなたとわたしの命です
岩出市役所　福祉課　人権啓発係　℡0736-62-2141（内線 321）

大阪府と和歌山県の府県境周辺のハイキングコースで、平成14年から
連続して差別落書きが発生しています。
落書きは、犯罪です。人の心を傷つける落書きは絶対にやめてね。
人の心を傷つける落書きを発見した場合は、下記までご連絡下さい。

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕

　

11
月
11
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

〔
場
所
〕

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地　

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

生
活
福
祉
部

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62

２
１
４
１
（
内
線
321
）

人
権

相
談
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差
別
を
な
く
す
人
権
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
気

づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
県
内
の
学
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平
成

19
年
７
月
２
日
か
ら
９
月
５
日
ま

で
の
間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

８
，
５
７
１
点
の
応
募
作
文
の

内
、
入
選
作
品
が
43
点
あ
り
ま
し

た
。

　

岩
出
市
立
の
小
・
中
学
校
生
か

ら
10
名
の
方
が
入
選
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
４
月
か
ら
10
回
に
わ
け
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

夏
ご
ろ
、
ぼ
く
が
友
だ
ち
の
家

に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

　

ぼ
く
は
野
球
が
す
き
な
の
で
、

そ
の
と
き
も
友
だ
ち
九
人
で
野
球

を
始
め
ま
し
た
。
ぼ
く
が
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
で
、
友
だ
ち
が
ピ
ッ

チ
ャ
ー
で
、
そ
の
一
き
ゅ
う
め
の

こ
と
で
す
。
ス
ト
ラ
イ
ク
じ
ゃ
な

い
の
に
友
だ
ち
が
ス
ト
ラ
イ
ク
と

言
っ
た
の
で
、
ぼ
く
は
お
こ
っ
て

そ
の
場
か
ら
帰
り
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
学
校
で
は
同
じ
ク
ラ

ス
で
す
が
、
ぼ
く
は
そ
の
子
を
、

む
し
し
ま
し
た
。
そ
の
子
が
あ
や

ま
る
ま
で
、
一
週
間
ぐ
ら
い
ま
ち

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
あ
や
ま

ら
な
い
の
で
、
ぼ
く
は
も
う
ぜ
っ

こ
う
し
ま
し
た
。

　

三
日
か
ん
ぐ
ら
い
は
ほ
か
の
友

だ
ち
と
遊
び
ま
し
た
が
、
そ
の
子

と
は
話
し
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
そ
の
子
と
は
い
つ
も
い
っ

し
ょ
に
遊
ん
で
い
て
、
と
て
も
な

か
よ
し
で
し
た
。
だ
か
ら
、
だ
ん

だ
ん
さ
み
し
く
な
っ
て
き
て
、
ま

た
い
っ
し
ょ
に
遊
べ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
遊
べ
な
い
の
は
い
や
な
の
で
、

学
校
で
ぼ
く
の
ほ
う
か
ら
あ
や
ま

り
に
行
き
ま
し
た
。

　

休
み
時
間
に
、
そ
の
友
だ
ち
の

と
こ
ろ
に
行
っ
て
、「
こ
の
ま
え

は
お
こ
っ
て
ご
め
ん
。」
と
言
っ

て
あ
や
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
た
ら

佳　作
「
い
や
な
気
も
ち
と
、
う
れ
し
い
気
も
ち
」

山
崎
小
学
校　

３
年　

松ま
つ
ぞ
の園　

翔し
ょ
う
た太　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）　

友
だ
ち
も
、「
ご
め
ん
。」
と
言
っ

て
あ
や
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
ん
で
、
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
お
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
、

友
だ
ち
に
も
い
や
な
気
も
ち
に
さ

せ
て
し
ま
っ
て
、
と
て
も
わ
る
い

こ
と
を
し
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
昼
休
み
時
間
は
、
そ

の
子
と
ほ
か
の
友
だ
ち
と
い
っ

し
ょ
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
、

そ
の
子
は
と
て
も
速
く
投
げ
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
な
か
の
い
い
友
だ

ち
と
遊
ん
で
い
る
と
き
が
一
番
楽

し
い
で
す
。
も
っ
と
は
や
く
な
か

な
お
り
し
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
い

や
な
気
も
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
の

に
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
、
あ
や
ま
り
に
行
っ
た

と
き
、
友
だ
ち
が
ゆ
る
し
て
く
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
次
か
ら

こ
ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
き
を

つ
け
て
友
だ
ち
と
な
か
よ
く
し
て

い
き
た
い
で
す
。

第
26
回
「
人
権
の
花
運
動
」

の
審
査
結
果
に
つ
い
て

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
と
和
歌
山

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

県
内
の
小
学
校
を
対
象
に
毎
年

「
人
権
の
花
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
県
下
96
校
か
ら
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
内
で

の
入
賞
校
が
次
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

優
秀
賞　

山
崎
北
小
学
校

奨
励
賞　

山
崎
小
学
校

山崎北小学校緑化委員会の皆さん

DVについて考えてみませんか
？
要
性
」
〜
兵
庫
県
で
の
取
り
組
み

と
現
状
〜

　

講
師　

ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ネ
ッ
ト

　

神
戸　

代
表　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

正
井
礼
子
氏

○
会
場

紀
の
川
市
打
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
紀
の
川
市
西
大
井
３
６

３
番
地
）

○
開
催
時
間

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
受
講
料　

無
料

○
定
員　
　

60
名

　

対
象
：
一
般
（
中
学
生
以
上
）

　

何
回
受
講
で
も
構
い
ま
せ
ん

　

応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順

○
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ

　

「
マ
ー
マ
リ
ン
グ
」

　

代
表　

松
浦
さ
ゆ
り

０
９
０

３
６
１
２

４
８
３
６

　
　
　
　

（
平
日
14
時
〜
17
時
）

　

多
く
の
人
に
関
わ
る
事
＝
社
会

問
題
と
し
て
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
考
え
、
Ｄ
Ｖ

被
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
さ
を
伝
え
、
共
に
向
上
し
て
い

け
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

＊
第
一
回　

11
月
９
日
㈰

　

「
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
」
〜
Ｄ
Ｖ
家
庭

で
育
つ
子
ど
も
へ
の
影
響
〜

　

講
師　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学

　

医
学
博
士
教
授　

柳
川
敏
彦
氏

＊
第
二
回　

12
月
６
日
㈯

　

「
男
性
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
〜
女
性
の
体
と
性
〜

　

講
師　

三
木
市
女
性
相
談
員
・

　

助
産
師　

赤
松
彰
子
氏　
　

＊
第
三
回　

１
月
11
日
㈰

　

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
教
育
の
必

　

山
崎
北
小
学
校
緑
化
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
当
番
を
決
め
て
、
プ
ラ

ン
タ
ー
に
植
え
た
花
の
水
や
り
や
草

引
き
な
ど
を
し 

て
い
ま
す
。 

　

プ
ラ
ン
タ
ー
の
ケ
ー
ス
は
森
林
教

室
で
作
っ
た
も
の
で
す
。 

　

き
れ
い
な
学
校
に
す
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
花
の
世
話
に 

頑

張
り
、
き
れ
い
な
花
を
た
く
さ
ん
さ

か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
岩出市役所　総務部税務課…TEL.62-2141 ㈹
市民税係………………………内線 141 ～ 144
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
納税係…………………………内線 151 ～ 153

納税は便利で確実な口座振替制度を
ご利用ください。

口座振替のお問い合わせは税務課納税係まで

11月11日㈫から11月17日㈪は
「税を考える週間」です。

開催日時 開催場所 対象者
平成20年11月26日㈬
午後１時30分から
午後３時30分まで

かつらぎ総合文化会館
（かつらぎ町丁ノ町 2454） 橋本市、伊都郡の方

平成20年11月27日㈭
午後１時30分から
午後３時30分まで

岩出市立市民総合体育館
（岩出市荊本 63-2） 紀の川市、岩出市の方

【お問い合わせ】粉河税務署　源泉担当 ☎0736-73-4288／粉河納税協会 ☎0736-73-2466

年末調整説明会のご案内
　平成20年分の年末調整の仕方及び法定調書等の提出方法について、以下のとお
り説明会を開催いたしますので、ご案内申し上げます。
　なお、説明会では、本年分の年末調整に適用される変更点のほか、国税電子申告・
納税システム（ｅ－Ｔａｘ）の概要、源泉所得税関係の平成20年度税制改正事項等
についても説明いたします。
　また、年末調整関係書類は、説明会開催日までに事前送付しますので、説明会
当日にご持参ください。

税務署からのお知らせ

自動音声案内
平成20年11月4日から税務署の電話は、自動音声案内に変わります。

来署によるご相談を希望される方は、事前のご予約をお願いします。
粉河税務署　☎0736-73-3301

一般的なご相談 電話相談センター「１」を選択
税
務
署
に
電
話

税務署にご用の方 税　務　署「２」を選択
泫 「番号が認識できません。」という案内があった場合は、電話機の「＊」を
　 押してから番号を選択してください。

　固定資産税の対象となる家屋
は、毎年１月１日現在にある家
屋であり、原則として所有して
いる人に課税されます。
　年の途中に家屋を取り壊した
場合は、翌年度から課税の対象
となりませんので、『建物滅失届』
を提出していただきますよう、
お知らせいたします。
　詳しくは、税務課固定資産税係
（☎62-2141内線145～147）ま
でお問い合わせください。

『建物滅失届』
のお知らせ

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

　

増
田
充
孝
氏
が
就
任

　

永
年
岩
出
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
井
谷
壽
浩

氏
の
後
任
に
、
増
田
充
孝
氏
（
岩

出
市
中
黒
）が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

市
税
等
の
滞
納
は

許
さ
れ
ま
せ
ん

　

市
で
は
、
税
等
負
担
の
公
平
化

を
図
る
た
め
、
市
税
を
は
じ
め
介

護
保
険
料
、
保
育
料
、
水
道
料
、

学
校
給
食
費
等
の
滞
納
ゼ
ロ
を
め

ざ
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ん
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き

な
い
方
は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す

る
こ
と
な
く
、
市
役
所
税
務
課
な

ど
関
係
各
課
ま
で
是
非
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
11
月
30
日
㈰
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
税
務
課

と
保
険
年
金
課
に
お
い
て
、
休
日

納
付
・
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

度
重
な
る
催
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
付
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い

方
に
対
し
て
は
、
財
産
調
査
を
行

い
、
法
的
な
措
置
等
を
実
施
し
ま

す
。
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
至
急
市
役
所
又
は
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

保健推進
だより
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総合保健福祉センター 保健推進課　℡ 61-2400

小
児
成
育
医
療
支
援
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
の
こ

と
、
子
育
て
の
悩
み
、
学
校
で
の

問
題
な
ど
お
子
さ
ま
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
場
所

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成

育
医
療
支
援
室
及
び
公
立
那
賀

病
院

○
相
談
担
当
者

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
師

○
利
用
方
法
及
び
利
用
時
間

ま
ず
電
話
で
相
談
し
て
い
た
だ

き
、
相
談
内
容
で
面
談
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
予
約
日
を
決
め
て

来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
相

談
は
無
料
で
す
。）

•
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

　

小
児
成
育
医
療
支
援
室

　

平
日
（
月
〜
金
）　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
０
８
０
８

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

•
公
立
那
賀
病
院

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
０
８
０
８

（
公
立
那
賀
病
院
で
の
相
談
を
希

望
さ
れ
る
場
合
も
和
歌
山
県
立
医

科
大
学
小
児
成
育
医
療
支
援
室
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。）

保保健健推推進進
だだよよりり

日曜･祝日･年末年始の午前9時～午後5時
※4月から夜間の診療は行っていません。

那賀休日急患診療所の
開設時間（℡77-6410）

℡073-426-1199  県救急医療情報センター
℡61-1791  那賀消防組合

夜間･休日の病院案内
（24時間）

℡＃8000  または  ℡073-431-8000夜間小児医療電話相談
毎日 午後7時～11時

注意！ 変更になりました

那
賀
母
子
保
健
研
修
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　

現
在
子
育
て
を
支
援
さ
れ
て
い

る
方
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
た
い
方
等
を
対
象
に
次

の
と
お
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
日
時

　

平
成
20
年
11
月
17
日
㈪

　

13
時
00
分
〜
15
時
30
分

◯
場
所

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◯
講
演

　
「
よ
り
よ
い
子
育
て
支
援

　
　
　
　
　
　
　

を
め
ざ
し
て
」

◯
講
師

　

古
川
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

　

代
表　

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　

古
川
淑
子
先
生

◯
活
動
紹
介

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｆ
ｕ
ｎ

ｆ
ｕ

ｎ
の
活
動
に
つ
い
て
」

　

ｆ
ｕ
ｎ

ｆ
ｕ
ｎ
代
表

　
　
　
　
　
　
　

柳
本　

薫
先
生

◯
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
先
は

　

岩
出
保
健
所
保
健
福
祉
課

　

℡
61

０
０
４
９

や
さ
し
い
「
が
ん
」
の
お
は
な
し

  

第
５
段
階
「
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
」

　

大
腸
が
ん
は
１
９
５
０
年
ご
ろ
と
比
べ
る
と
６
倍
近
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
食
生
活
の
欧
米
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
大
腸
が
ん
の

多
い
欧
米
で
は
肉
食
が
多
く
、
繊
維
質
を
多
く
含
む
穀
類
、
い
も
、
豆
、
海
藻
な

ど
を
あ
ま
り
食
べ
ま
せ
ん
。
日
本
で
も
最
近
は
こ
の
傾
向
が
強
い
た
め
、
大
腸
が

ん
が
増
え
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
早
期
の
う
ち
に
見
つ
か
れ
ば
、
手
術
で
完
全
に
治
す
こ
と
が
可
能

で
す
。
早
期
の
治
癒
成
績
は
極
め
て
高
く
、
集
団
検
診
な
ど
に
よ
る
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
大
切
さ
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

（
症
状
）

　

大
腸
が
ん
は
、
肛
門
か
ら
15
㎝
ほ
ど
の
部
分
の
直
腸
と
そ
の
上
の
Ｓ
状
結
腸
に

で
き
や
す
く
、
両
者
を
あ
わ
せ
る
と
、
大
腸
が
ん
全
体
の
約
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

最
も
多
い
症
状
は
、
血
便
な
ど
の
出
血
で
す
。
痔
に
よ
る
出
血
と
間
違
う
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
容
易
に
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
自
己
判
断
せ
ず
に
専
門
医

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
便
秘
、
下
痢
、
残
便
感
、
便
が
細
く
な
る
、
お
な
か
が
張
る
な
ど
の
症

状
が
見
ら
れ
ま
す
。

（
か
か
り
や
す
い
年
代
）

　

40
歳
を
過
ぎ
る
と
多
く
な
り
、
ピ
ー
ク
は
男
女
と
も
60
歳
代
で
、
男
女
比
は
ほ

ぼ
同
じ
で
す
が
、
焼
肉
な
ど
の
油
っ
ぽ
い
料
理
が
好
き
な
人
や
便
秘
の
人
は
注
意

が
必
要
で
す
。

（
検
査
法
）

　

年
に
１
回
は
検
診
を
受
け
、
便
潜
血
反
応
が
陽
性
な
ら
必
ず
精
密
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
精
密
検
査
で
は
、Ｘ
線
に
よ
る
注
腸
造
影
検
査
や
、
肛
門
か
ら
内
視
鏡

を
入
れ
る
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
検
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
治
療
法
）

　

早
期
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
ポ
リ
ー
プ
切
除

術
で
治
癒
し
ま
す
。
苦
痛
も
少
な
く
、
短
時
間
で
済
む
手
術
で
す
。

　

し
か
し
、
進
行
が
ん
の
場
合
は
、
周
囲
の
リ
ン
パ
節
も
含
め
た
腸
管
切
除
術
が

必
要
で
す
。
特
に
肛
門
に
近
い
部
位
の
進
行
が
ん
の
場
合
は
、
が
ん
と
と
も
に
肛

門
を
切
除
す
る
こ
と
も
あ
り
、
人
工
肛
門
を
造
る
こ
と
に
よ
っ
て
排
泄
を
行
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。
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今
年
４
月
、
厚
生
労
働
省
が

「
２
０
１
２
年
は
し
か
を
ゼ
ロ

に
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
１
歳
（
１
期
）、
小
学
校
入

学
前
（
２
期
）
に
加
え
て
、
中
学

１
年
（
３
期
）、高
校
３
年
（
４
期
）

の
方
に
も
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予

防
接
種
が
２
回
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
５
年
間
限
定
で
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

◯
対
象
（
２
期
・
３
期
・
４
期
の

対
象
者
で
岩
出
市
に
住
民
票
の

あ
る
方
に
は
、
５
月
中
旬
に
予

診
票
等
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。）

•
１
期
：
満
１
歳
〜
２
歳
ま
で

•
２
期
：
保
育
所
、
幼
稚
園
等
の

年
長
児
（
平
成
14
年
４
月
２
日

〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

•
３
期
：
中
学
１
年
生
（
平
成
７

年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

•
４
期
：
高
校
３
年
生
相
当
の
年

齢
の
方
（
平
成
２
年
４
月
２
日

〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　

接
種
前
に
必
ず
実
施
医
療
機
関

に
予
約
を
入
れ
、
注
意
事
項
を
読

み
、予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳（
２

期
の
方
は
無
料
券
）
を
持
参
し
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
接
種
期
限　

平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
（
２
期
・
３
期
・
４
期

の
場
合
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
有

料
に
な
り
ま
す
。）

◯
費
用　

無
料

受
け
、
そ
の
効
果
や
副
反
応
等
を

十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
予
診
票

の
希
望
書
欄
に
同
意
の
署
名
を
し

た
方
の
み
接
種
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
本
人
の
意

思
確
認
が
容
易
で
な
い
場
合
は
、

そ
の
家
族
の
協
力
を
得
て
意
思
確

認
し
、
署
名
し
て
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
が
、
接
種
を
希
望
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合

は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
い
た
接

種
は
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
医
療
機
関
の
追
加
に
つ
い
て

　

９
月
下
旬
に
対
象
者
に
通
知
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
実

施
医
療
機
関
に
加
え
て
、
久
保
外

科
（
64

５
７
８
８
）
貴
志
川
紀

和
病
院
（
64

０
０
６
１
）
で
も

接
種
で
き
ま
す
。

方
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
害
を
有
す
る
方

◯
自
己
負
担　

１
，０
０
０
円（
生

活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け

て
い
る
方
は
無
料
）

　

接
種
希
望
者
は
、
実
施
医
療
機

関
に
必
ず
予
約
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
予
診
票
と
予
防
接
種
済

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

主
に
個
人
予
防
目
的
で
行
う
も
の

で
、
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
任
意

接
種
で
あ
り
、
接
種
を
受
け
る
法

律
上
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

人
の
意
思
で
接
種
を
希
望
し
、
接

種
医
か
ら
の
内
容
説
明
を
十
分
に

　

岩
出
市
内
に
住
所
を
有
す
る
次

の
方
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
対
象
者
の
方
に
は
、
予
診

票
等
案
内
を
９
月
下
旬
に
郵
送
し

て
い
ま
す
。）
接
種
期
限
が
平
成

21
年
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

接
種
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◯
対
象

①
接
種
時
に
お
い
て
満
65
歳
以
上

の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で

あ
っ
て
、
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た

は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身

辺
の
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る

65
歳
以
上
の
方
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

妊
娠
中
、
特
に
初
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、
お
母

さ
ん
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
と
て
も
大
切
な
時
期
で
す
。

　

し
か
し
、外
見
か
ら
は
、妊
婦
で
あ
る
か
ど
う
か
判
断
し
に
く
か
っ

た
り
、「
つ
ら
い
症
状
」
が
、
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
も
し
も
あ
な

た
の
住
ん
で
い
る
街
や
職
場
な
ど
で
、
こ
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る

お
母
さ
ん
を
見
か
け
た
ら
、
皆
様
か
ら
の
思
い
や
り
あ
る
気
遣
い
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
岩
出
市
で
も
、
母
子
健

康
手
帳
交
付
時
に
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
入
り
シ
ー
ル
及
び
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ー
ン
ホ
ル
ダ
ー
を
配
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
推
進
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

「
電
車
・
バ
ス
等
で
は
、
優
先
し
て
席
を
譲
る
。
昇
降
時
に
協
力

す
る
。」

「
近
く
で
の
喫
煙
は
、
控
え
る
。」　　

「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
の
や
さ
し
い
一
言
」
な
ど
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク

を
ご
存
じ
で
す
か
？

保健推進だより



平成20年11月 平成20年 12月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
17日㈪

H20 年 7 月生まれ
15日㈪

H20 年 8 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

25日㈫ 16日㈫

7か月児
18日㈫

H20 年 4 月生まれ
9日㈫

H20 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:15
19日㈬ 10日㈬

1歳8か月児
11日㈫

H19 年 3 月生まれ
2日㈫

H19 年 4 月生まれ 13:00 ～ 13:15
12日㈬ 3日㈬

3歳6か月児
14日㈮

H17 年 4 月生まれ
12日㈮

H17 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:30
21日㈮ 19日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
11日㈫

H19 年 12 月生まれ
2日㈫

H20 年 1 月生まれ 9:00 ～ 9:30
12日㈬ 3日㈬

2歳6か月児
14日㈮

H18 年 4 月生まれ
12日㈮

H18 年 5 月生まれ 9:00 ～ 9:30
21日㈮ 19日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

10日㈪

沐浴実習
妊娠疑似体験
産後うつについて
子どもの心を育てるために

22日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

13:15 ～ 13:30

栄
養
教
室

離乳食 20日㈭ 離乳食 5日㈮ 離乳食 13:45 ～ 14:00

成　

人
乳がん検診 28日㈮

問診、視触診、
マンモグラフィー
※申し込まれた方に
　個人通知しています。

1日㈪
5日㈮
8日㈪
9日㈫
10日㈬
12日㈮

問診、視触診、
マンモグラフィー
※申し込まれた方に
　個人通知しています。

  9:00 ～ 10:00
13:30 ～ 14:30

予
防
接
種

ポリオ
4日㈫
5日㈬
6日㈭

通知対象者
H19年7月1日～
H20年6月30日生まれ

13:00 ～ 14:30

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談   9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

10日㈪
28日㈮

機能訓練室のフリー
開放

1日㈪
19日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

8日㈯ ミレニアシティ
オークワ

6日㈯ ミレニアシティ  オークワ 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16～69歳）
65歳以上の方は、60～64歳の
ときに1回でも経験のある方

16日㈫ メッサ  オークワ

28日㈮ プライスカット
26日㈮ 那賀総合庁舎
30日㈫ ミレニアシティ  オークワ

22日㈯ 根来寺かくばん祭り   9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

保健事業予定表保健事業予定表
（平成20年11月、平成20年12月）
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保健推進だより

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL（診）

11　

月

2 日 山本歯科矯正 紀の川市貴志川町北山379 64-3014
3 月 西野歯科医院 岩出市北大池78-7 62-4556
9 日 磯野歯科医院 紀の川市名手市場79 75-2063
16 日 辻本歯科医院 紀の川市打田1478-1 77-4068
23 日 﨑山歯科医院 紀の川市貴志川町丸栖34-7 64-8727
24 月 もりもと歯科 岩出市山田4-7 69-2688
30 日 正司歯科クリニック 紀の川市桃山町市場71-3 66-2011

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会
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保険年金課保険年金課
からのからのお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
　保険年金課…………………TEL.62-2141 ㈹
　　国　保　係………………内線 192・193
　　国民年金係………………内線 165・166
　　介護保険係………………内線 189・198
　　保健医療係………………内線 167・182

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
国
保

係
ま
で
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

後期高齢者医療保険料納期
平成20年度 後期高齢者医療保険料

第５期分の納期限は、
12月1日㈪です｡

期日に遅れないようにお納めください。
便利で確実な口座振替制度を

ご利用ください。

第１号被保険者（65歳以上）
介護保険料普通徴収 納期
平成20年度 介護保険料

第６期分の納期限は、

12月1日㈪です｡
期日に遅れないように

お納めください。

国民健康保険税納期
平成20年度 国民健康保険税
第６期分の納期限は、
12月1日㈪です｡

期日に遅れないようにお納めください。
便利で確実な口座振替制度を

ご利用ください。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ
　保険料の口座振替への変更
　年金からの保険料徴収（特別徴収）については、次のいずれかの要件を満たす場合、申
し出により口座振替に変更できます。
①国民健康保険税を過去２年間滞納なしで確実に納付していた方（本人）が口座振替によ
り納付する場合

②被保険者の年金収入が年180万円未満の方で、世帯主又は同居している配偶者の口座か
ら口座振替により納付する場合

※２月分の年金からの保険料徴収（特別徴収）を口座振替に変更する場合は、12月4日㈭ま
でに保険年金課保健医療係にお申し込みください。

口座振替の手続きに必要なもの •預金通帳•通帳の届け出印

　社会保険料の控除 
　平成20年10月以降は、被保険者の年金からの保険料徴
収（特別徴収）に代わり本人、世帯主又は配偶者が口座振替
により支払うことが選択可能となり、負担すべき社会保険
料を支払った場合には、その支払った者に税金申告時等に
おいて社会保険料控除が適用されることになります。

詳しいお問い合わせは　保健医療係まで
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○
対
象
者

要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
〜

５
に
認
定
さ
れ
た
方
（
原
則
と

し
て
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る

方
）

○
金
額

対
象
と
な
る
住
宅
改
修
に
要
し

た
費
用
20
万
円
ま
で
の
う
ち
、

介
護
保
険
が
９
割
を
支
給
し
、

利
用
者
は
残
り
の
１
割
と
20
万

円
を
超
え
た
部
分
の
全
額
を
負

担
し
ま
す
。

※
20
万
円
に
達
す
る
ま
で
改
修
の

た
び
に
申
請
で
き
ま
す
。
ま
た

介
護
度
が
３
段
階
以
上
あ
が
っ

た
場
合
や
転
居
し
た
場
合
は
、

再
度
20
万
円
ま
で
利
用
で
き
ま

す
。

○
対
象
と
な
る
工
事

•
手
す
り
の
取
り
付
け
（
浴
室
・

廊
下
な
ど
）

•
段
差
の
解
消
（
敷
居
の
除
去
・

ス
ロ
ー
プ
の
取
り
付
け
な
ど
）

•
滑
り
防
止
及
び
移
動
の
円
滑
化

の
た
め
の
床
材
の
変
更

•
引
き
戸
等
へ
の
扉
の
取
り
替
え

（
開
き
戸
を
引
き
戸
に
取
り
替

え
る
。ド
ア
ノ
ブ
の
変
更
な
ど
）

•
洋
式
便
器
等
へ
の
取
り
替
え

•
こ
れ
ら
の
工
事
に
付
帯
し
て
必

要
と
な
る
工
事
（
手
す
り
取
り

付
け
に
伴
う
下
地
補
強
な
ど
）

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
制
度
は

事
前
審
査
制
で
す
。

○
利
用
の
手
順

１　

ま
ず
改
修
内
容
を
介
護
支
援

専
門
員
な
ど
と
相
談
し
ま
す
。

２　

必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
、
市

役
所
の
介
護
保
険
係
へ
住
宅
改

修
事
前
審
査
票
を
提
出
し
ま

す
。

３　

事
前
審
査
で
承
諾
を
受
け
て

か
ら
、
改
修
に
着
工
し
ま
す
。

４　

改
修
終
了
後
、
必
要
な
書
類

を
そ
ろ
え
、
介
護
保
険
係
へ
住

宅
改
修
支
給
申
請
を
し
ま
す
。

○
事
前
審
査
票
提
出
に

　

必
要
な
書
類

①
住
宅
改
修
が
必
要
な
理
由
書

（
介
護
支
援
専
門
員
が
作
成
）

②
改
修
前
の
状
態
が
確
認
で
き
る

写
真
（
日
付
の
入
っ
た
も
の
）

③
工
事
費
見
積
書

④
改
修
箇
所
を
示
す
平
面
図

⑤
住
宅
所
有
者
の
承
諾
書
（
住
宅

所
有
者
が
被
保
険
者
と
異
な
る

場
合
の
み
）

○
支
給
申
請
書
提
出
に

　

必
要
な
書
類

①
工
事
費
用
の
領
収
書

②
工
事
費
内
訳
書

③
改
修
後
の
状
態
が
確
認
で
き
る

写
真
（
日
付
の
入
っ
た
も
の
）

④
承
認
通
知
書
（
写
し
）

※
添
付
書
類
に
不
備
が
あ
る
等
の

場
合
は
、
給
付
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
で
は

  
手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど

  
対
象
と
な
る
住
宅
改
修
を

  

行
っ
た
場
合
、
費
用
の
一部
を

  

支
給
し
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ
ん
へ

『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
』が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
や
市
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、
社

会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
今
年
一
年
間
に
納
付

（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
と
し
て「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

送
付
さ
れ
る
時
期
は
、
本
年
１

月
か
ら
９
月
ま
で
に
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
が
本
年
11
月
、
ま
た

本
年
12
月
以
降
に
初
め
て
納
付
さ

れ
た
方
が
翌
年
２
月
で
す
。

　
　◯
お
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
保
険
年
金
課

　

国
民
年
金
係

　
　

電
話　

62

２
１
４
１

　
　

内
線　

１
６
５
・
１
６
６

　

和
歌
山
東
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
課

　
　

電
話　

０
７
３

　
　
　
　
　

４
７
４

１
８
４
１

退
職
者
医
療
制
度
に

つ
い
て

◎
対
象
と
な
る
方
の
要
件
が
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
退
職
職
被
保
険
者
本
人
の
該
当

年
齢
が
65
歳
未
満
の
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど(

国
民
年
金
は
除
く
）
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）
あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

年
金
を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
年
金
証
書
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
届
け

出
て
下
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保

険
年
金
課
国
保
係
ま
で
。

保険年金課からのお知らせ
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地

球温
暖化対策

シリーズ  6 回目

11月は家庭でもできる
環境対策（省エネ家電）
をご紹介します。

　最新のエアコン、テレビ、冷蔵庫等の買い替えにより
エネルギーや電気代も大幅減になります。

◎家庭でいちばん電気を消費するものは、
　①エアコン②冷蔵庫③照明器具④テレビ  です。

◎統一省エネラベルを購入の参考にし、省エネ性能の
　高い商品を選びましょう。

生生活活環環境境
ののペペーージジみんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

自然を大切にし
きれいなまちをつくりましょう

市民の皆さんへのお願い !

持ち去り行為を発見したときは、
次にご注意の上、ご連絡ください。

収集又は運搬の禁止対象となる資源物

　ごみ集積所に出された古紙やダンボールなどの資源物が、市が収集する前に持ち去られていること

から、その防止と資源化の推進を図るため「岩出市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の一部を改

正し、平成20年６月27日から資源物の持ち去りが禁止となりました。

新聞紙 雑誌・チラシ 紙パック ダンボール

ペットボトル プラスチック製
容器包装類

衣類 びん･缶類･金属類

１　持ち去り行為が行われた場所
　　（資源ごみステーション所在地）、時間、資源物の品名
２　使用された車両の特徴（ナンバー、車種、車色等）
３　持ち去り行為を行った者の特徴
４　持ち去られるまでの状況等

その他、不明な点がございましたら、下記までご一報下さい。

連絡・問合せ先　生活環境課　内線185・186

品　名 購入価格 補助金 個人負担額

生ごみ処理容器
A

直径65㎝×高さ69㎝
4,410 円 2,205 円 2,205 円

生ごみ処理容器
B

直径33㎝×高さ43㎝
3,305 円 1,652 円 1,653 円

（※上記金額には、消費税を含みます。）

平
成
20
年
度

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補

助
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
及
び
堆
肥

化
に
よ
る
資
源
の
再
利
用
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
を
図
る
た
め
、
生
ご
み

処
理
容
器
に
つ
い
て
購
入
価
格
の

二
分
の
一
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
容
器
（
Ａ
）
タ
イ

プ
14
基
、（
Ｂ
）
タ
イ
プ
18
基
程

度
の
補
助
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。



19 広報いわで　2008.11

生活環境のページ

クリーンセンターからお知らせ

11月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 11月５日・19日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 11月12日・26日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）

◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）

◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）

◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免
許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様
方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
また、搬入された一般廃棄物が事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場
合は、住宅地図による排出先の確認にご協力下さい。
＊ごみの搬入時間は、月曜日から金曜日の午前 8時 30分から 12時までの午前中です。
＊クリーンセンターには、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折
して下さい。（交差点に注意）

　岩出市が行っている資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」にはポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等
のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ごみとして排出
されないようにお願いします。

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、

正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や
生
活

環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま
す

　

お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
？
定
期
的
に
保
守
点

検
、
法
定
検
査
、
清
掃
を
行
い
適

正
な
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽

の
機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水

が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定

期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
守
点
検
は
専
門
の
登
録
業

者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
一

回
（
新
た
に
設
置
、
又
は
構
造
及

び
規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
、
使
用
開
始
後
６
ヶ
月
経

過
し
た
日
か
ら
２
ヶ
月
の
間
に
一

回
）
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

検
査
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

　

〇
七
三―

四
三
二―

六
四
三
三

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◎
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て

い
る
と
、汚
泥
・ス
カ
ム
が
た
ま
り
、

放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能
力
が

低
下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ
れ
て
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、

清
掃
を
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の

清
掃
は
、
毎
年
一
回
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
許
可
業
者

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
（
浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
）

 

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
の
方
へ

一般家庭から出るごみで市
で収集できないごみの回収
について（お知らせ）

　市で回収できない廃棄物（粗大

ごみ回収で回収することができな

いもの等）を岩出市総合体育館に

各自持ち寄っていただき、有料で

専門業者が回収するという機会を

12月14日㈰に設けます。

　なお、実施内容等詳細につきま

しては、広報いわ

で12月号に掲載

いたします。
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先

12
月
25
日
㈭

12
月
22
日
㈪

12
月
18
日
㈭

12
月
16
日
㈫

12
月
11
日
㈭

12
月
9
日
㈫

12
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

◦午前 10:00
　　受付・自由遊び・片付け

◦午前 10:10 ～午前 10:50
　　点呼・手遊び
　　テーマ遊び
　　（その月によってかわります）

◦午前 10:50 ～午前 11:05
　　休憩・自由遊び・片付け

◦午前 11:10 ～午前 11: 25
　　おやつ・絵本・紙芝居を見る

◦午前 11:30
　　さようなら

「保育所にあそびにきませんか！」

生
涯
学
習

公
民
館
冬
の
講
座

「
お
せ
ち
料
理
を
つ
く
ろ
う
」

　

一
年
の
始
め
に
食
べ
る
お
せ
ち

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
家
族
の
健
康
や

繁
栄
を
願
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を

知
っ
て
、
今
年
は
手
作
り
お
せ
ち

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◯
内
容　

お
重
一
段
分
と
お
雑
煮

◯
日
時　

平
成
20
年
12
月
６
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◯
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

◯
材
料
費　

１
，
０
０
０
円

◯
募
集
定
員　

24
名

◯
対
象

　

岩
出
市
内
在
住
の
方

　
（
大
学
生
以
上
）

◯
用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
手
拭
き

用
タ
オ
ル

◯
申
し
込
み
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
公
民
館
冬
の

講
座
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
」
を
記
入
の
上
、「
〒
649

6292　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

公
民
館
係
」
ま
で
11
月
17
日
㈪
必

着
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
３
回
パ
ソ
コ
ン
基
礎
教
室

　

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
方

が
対
象
で
す
。

◯
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
全
般

　

フ
ァ
イ
ル
の
開
き
方
・
保
存
等

◯
テ
キ
ス
ト
代　

１
，
０
０
０
円

◯
日
程

11
月
28
日
・
12
月
５
・
12
・
19

日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時　

１
講
座
４
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す
。

◯
応
募
資
格

　

岩
出
市
民
の
方
（
学
生
不
可
）

◯
定
員　

24
名

◯
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

◯
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
第
３
回
パ
ソ

コ
ン
基
礎
教
室
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

11
月
14
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

〒
649

6292　

岩
出
市
西
野
２
０
９

番
地　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課　

公
民
館
係
ま
で
お
申
込

く
だ
さ
い

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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暮らしの情報

◎
成
人
講
座

•
移
動
学
習

京
都
・
嵯
峨
野
方
面

日
時
＝
11
月
15
日
㈯

集
合
＝
午
前
７
時
30
分

岩
出
市
民
総
合
体
育
館
駐
車
場

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
南
京
玉
す
だ
れ

放
課
後
子
ど
も
教
室
（
各
小
学
校

児
童
）
と
合
同
で
実
施

講
師
＝
日
本
南
京
玉
す
だ
れ
協
会

副
理
事
長　

山
田
幸
治
氏

と
一
房
会
の
皆
さ
ん

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
11
月
５
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
40
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
11
月
12
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
40
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
北
小
学
校
体
育
館

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
11
月
17
日
㈪

　
　
　

午
後
２
時
40
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
小
学
校
体
育
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
11
月
19
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
40
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
小
学
校
体
育
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
11
月
26
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
40
分
か
ら

場
所
＝
根
来
小
学
校
体
育
館

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
市

民
の
方
々
に
郷
土
の
歴
史
・
文
化

に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
秋
季
企
画
展
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

◎
秋
季
企
画
展

◯
展
示
場
所

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

一
階　

　

企
画
展
示
室

◯
期
間　

平
成
20
年
11
月
15
日
㈯

　
　
　
　

〜
30
日
㈰

但
し
、
休
館
日
は
18
日
、
25
日
、

26
日

◯
展
示
内
容

鉄
砲
伝
来
の
歴
史
を
保
存
・
継

承
す
る
た
め
活
動
し
て
い
る
根

来
鉄
砲
隊
の
所
持
す
る
火
縄

銃
、
結
成
二
十
年
の
あ
ゆ
み
を

写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
。　
　

◎
岩
出
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

テ
ー
マ｢

わ
た
し
ら
の
根
来｣

〜
語
り
部
さ
ん
と
一
緒
に
根
来
寺

を
散
策
後
、
皆
で
根
来
に
つ
い
て

楽
し
く
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
〜

◯
日
時

　

11
月
16
日
㈰　

午
後
１
時　

◯
場
所

　

根
来
寺
境
内
・
民
俗
資
料
館

　

二
階
大
会
議
室

◯
集
合
場
所

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館
前

◯
お
問
合
せ
先

　

岩
出
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
（
大
前
ま
で
）　　
　
　
　
　

　

電
話
62

７
１
０
６

当
日
、
定
員
五
十
名
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　
　

◎
記
念
講
演

◯
日
時

　

平
成
20
年
11
月
30
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
00
分

◯
場
所

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

二
階　

大
会
議
室

◯
演
題　

｢

鉄
砲
と
紀
州｣

◯
講
師

　

和
歌
山
市
立
博
物
館　

　

主
任
学
芸
員　

太
田
宏
一
氏　

◯
主
催　

岩
出
市
教
育
委
員
会

○
協
賛

　

根
来
鉄
砲
隊

　

岩
出
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

◯
入
場
料　

無
料

◯
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◯
お
問
い
合
わ
せ

　

民
俗
資
料
館

　

電
話
63

１
４
９
９

行
政
相
談
所
開
設

の
お
知
ら
せ

　

国
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
、行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

行
政
機
関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。

◯
日
時

　

11
月
21
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
４
時

◯
場
所

　

上
岩
出
地
区
公
民
館

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　
　

℡
62―

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
８
）

平
成
二
十
年
度

秋
季
企
画
展
「
鉄 

砲 

展
」

相　

談

根来公園墓地使用者募集中
根来公園墓地の使用者を募集しています。
ご希望の方は、下記連絡先へお問い合わせください。
なお、本募集については、販売区画がなくなり次第終了させていただきます。

問合せ先　事業部都市計画課  ℡0736-62-2141（内線 223～225） 根来公園墓地から岩出市が一望できます。

区画の面積

4.0㎡

使　用　料

497,500円

管　理　料

120,000円

申　込　資　格
岩出市に住所又は本籍地を
１年以上有している方
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初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ 

○
主
催

　

岩
出
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会

○
場
所
及
び
日
時

•
桜
台
地
区
公
民
館

　

毎
週
《
月
、
水
、
金
曜
日
》

　

午
後
1
時
半
よ
り
5
時
ま
で

•
岩
出
地
区
公
民
館

　

毎
週
《
土
曜
日
》

　

午
後
7
時
よ
り
9
時
ま
で

○
参
加
料

　

最
初
の
一
ヶ
月
は
無
料
。

　

二
ヶ
月
目
よ
り
千
円
。

　

楽
し
く
踊
っ
て
若
さ
を
保
つ

※
細
目
は
岩
出
市
社
交
ダ
ン
ス

　

協
会
・
井
内
ま
で

（
０
８
０

３
７
７
７

７
１
０
８
）

第
３
回 

岩
出
市
市
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

の
お
知
ら
せ

○
主
催

　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

○
開
催
日
時

　

平
成
20
年
11
月
16
日
㈰

　

９
時
半

○
会
場　

岩
出
市
立
体
育
館

○
種
目

　

9
人
制
の
部
（
男
女
混
成
）

　

6
人
制
の
部
（
男
子
、
女
子
）

※
6
人
制
の
男
子
に
女
子
も
出
場

可
○
参
加
資
格

岩
出
市
内
に
在
住
、
勤
務
し
て

い
る
小
学
生
以
上
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
。
た
だ
し
、
小
学
生

は
ジ
ュ
ニ
ア
部
員
に
限
る
。
ま

た
、
事
業
所
は
事
業
所
単
位
と

す
る
。

○
参
加
料

　

1
チ
ー
ム
に
つ
き
１
５
０
０
円

○
申
込
先

　

岩
出
市
荊
本
63

２

　

総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ

　

健
康
係
（
℡
62

０
３
７
０
）

○
申
込
期
日

　

平
成
20
年
11
月
9
日
㈰

○
問
合
せ
先

•
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

事
務
局

　

福
井
（
℡
61

４
０
０
１
）

•
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ

　

健
康
係
（
℡
62

０
３
７
０
）

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！ 

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が

必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は

応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
責
任
は
負
い
ま
せ

ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場

制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

第
23
回
和
歌
山
大
会

中
学
生
の
部

○
日
時

　

平
成
20
年
８
月
16
日
㈯

　

・
17
日
㈰
・
18
日
㈪

○
場
所

　

紀
三
井
寺
球
場
他

○
結
果

　

優
勝　

岩
出
ボ
ー
イ
ズ

　
（
硬
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

第
９
回
大
津
び
わ
こ
大
会

中
学
生
の
部

○
日
時　

平
成
20
年
８
月
24
日
㈰

　
　
　
　

・
25
日
㈪
・
31
日
㈰

○
場
所

　

瀬
田
レ
イ
カ
ー
ズ
グ
ラ
ン
ド
他

○
結
果

　

優
勝　

岩
出
ボ
ー
イ
ズ

　
（
硬
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
） 

第
26
回
和
歌
山
県
小
・
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
20
年
８
月
24
日
㈰

○
場
所　

県
立
橋
本
体
育
館

○
結
果

▽
中
学
生
男
子
の
部

•
シ
ン
グ
ル

　

優
勝　

橘　

佳
亮

▽
小
学
生
女
子
の
部

•
シ
ン
グ
ル

　

3
位　

山
本
幸
歩

ス
ポ
ー
ツ

大
会
結
果

掲 載 料　１枠 30,000円（タテ 4.7㌢×ヨコ 5.7㌢）
掲載場所　暮らしの情報コーナーの下段
申込方法　掲載を希望する月の２ケ月前の25日までに

所定の用紙（岩出市有料広告掲載申込書）
に掲載希望する版下を添えて市役所市長公
室にお申し込み下さい。

そ の 他　市ホームページから「岩出市有料広告掲載
申込書」をダウンロードできます。

　　　　　　詳細は市長公室へ問い合わせ下さい。
問い合わせ　市長公室　市民ふれあい係

「
広
報
い
わ
で
」

で
は
有
料
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

暮らしの情報
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募　

集

保
育
所
臨
時
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

　

岩
出
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
と

し
て
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
臨
時
保
育
士

保
育
士
免
許
を
有
す
る
方
で
長

期
間
勤
務
で
き
る
方

○
日
給　

７
，
０
４
０
円

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

　

保
険
適
用

　

有
給
休
暇
（
雇
用
後
６
ヵ
月
）

　

勤
勉
手
当
（
雇
用
後
２
年
）

○
受
付
期
間

　

平
成
20
年
11
月
１
日
か
ら
随
時

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
１
通
、
保
育
士
証
の
写

　

し
１
通

○
採
用
に
つ
い
て

履
歴
書
・
資
格
証
提
出
後
、
随

時
面
接
実
施

○
勤
務
開
始
日

　

平
成
20
年
12
月
１
日

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

電
話　

62

２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
３
２
３
・
３
２
５
）

自
衛
隊
生
徒
等
募
集

の
ご
案
内

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
平
成

20
年
度
自
衛
隊
生
徒
等
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

①
陸
上
自
衛
隊
生
徒

◯
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
含
）　

17
歳
未
満

の
男
子

◯
受
付
期
間　

平
成
20
年
11
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
１
月
６
日

◯
試
験
日　

１
次
試
験

　

平
成
21
年
１
月
10
日

◯
合
格
発
表　

１
次
試
験

　

平
成
21
年
１
月
19
日

（
合
格
者
は
、
２
次
試
験
の
案

内
が
あ
り
ま
す
。）

◯
採
用
時
期

　

平
成
21
年
４
月
上
旬

②
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
）

◯
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

◯
受
付
期
間　

平
成
20
年
11
月
１

日
か
ら
12
月
５
日

◯
試
験
日

　

平
成
20
年
12
月
６
日

◯
合
格
発
表

　

平
成
20
年
12
月
下
旬
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。

　

℡
０
７
３

４
３
２

４
４
７
９

献
血
の
針
の
痛
み
は
生
き
る
意
味　
　
　
　
　
　

湯
川　

夕
陽

日
の
丸
に
せ
め
て
未
来
は
子
沢
山　
　
　
　
　
　

湯
峯　

保
子

紅
炎
の
山
を
映
え
さ
す
蒼
い
空　
　
　
　
　
　
　

和
田　

良
一

さ
ゞ
波
が
大
き
な
波
に
な
る
予
感　
　
　
　
　
　

小
倉　

ア
サ

短
夜
を
惜
し
み
キ
ャ
ン
ド
ル
点
す
夜　
　
　
　
　

小
谷　
　

啓

捨
て
よ
う
か
い
い
や
ま
だ
ま
だ
利
用
価
値　
　
　

田
村　

政
治

風
呂
上
が
り
妻
の
素
顔
に
嘘
は
な
し　
　
　
　
　

福
田　
　

斌

ポ
ケ
ッ
ト
に
ま
だ
ま
だ
の
夢
詰
め
て
お
く　
　
　

福
田　

武
幸

人
生
は
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
ゲ
ー
ム　
　
　
　
　

藤
井　

幸
子

立
ち
上
が
る
力
に
何
時
も
歌
が
あ
る　
　
　
　
　

村
中　

悦
男

豊
か
さ
を
求
め
さ
も
し
い
国
と
な
り　
　
　
　
　

山
崎　
　

稔

人
の
和
が
祭
り
盛
り
上
げ
人
を
呼
ぶ　
　
　
　
　

榎
本　

風
花

川
柳
岩
出

根
来
川
清
掃
活
動

実
施
の
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、「
ご
み
の
な
い
ま
ち

き
れ
い
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ま
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美
し
い
ふ
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と
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く
り
」
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現
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め
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種
団
体
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掃
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施
さ
れ

て
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ま
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そ
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も
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岩
出
市
生
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環
境
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絡
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議
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の
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法
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棄
の
早
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見
や
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適
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な
処
理
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す
る
こ
と
を
目
的
に

住
民
自
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織
し
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月
、

定
期
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に
不
法
投
棄
防
止
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年
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３
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掃
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っ

て
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当
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で
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回
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民
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皆
さ
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呼
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か
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ま
し
た
の
で
、
多
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さ
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協
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暮らしの情報
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【花と緑の教室】
「小学生対象：どんぐり教室」（どんぐりを中心に木の実を学ぼう）
●日　時：１１月２日（日）１３時３０分～１６時迄
●講　師：紀伊風土記の丘　山元　晃（ヤマモト　アキラ）先生
●参加費：無　料　〔※但し別途入園料（大人：２６０円、小人：１００円）が必要〕
「秋の原色押花の作り方」（１回目：花の押し方、２回目：作品の仕上げ）
●日　時：（１回目）１１月　９日（日）１３時３０分～１６時迄
　　　　　（２回目）１１月１６日（日）
●講　師：押花研究家　中西　信子（ナカニシ　ノブコ）先生
●参加費：無　料〔※但し別途入園料（大人：２６０円）が必要、６５才以上の方無料〕
●参加条件：二回とも教室に参加出来る方　        
「ボタニカルアート(植物の精密画)の描き方」（１回目：植物のスケッチ、２回目：彩色から仕上げ）
●日　時：（１回目）１１月２３日（日）１３時３０分～１６時迄
　　　　　（２回目）１１月３０日（日）
●講　師：テキスタイルデザイナー　迫間　あやみ（ハザマ　アヤミ）先生
●参加費：無　料〔※但し別途入園料（大人：２６０円）が必要、６５才以上の方無料〕
●参加条件：二回とも教室に参加出来る方
「クリスマスの飾り方」（クリスマスの壁飾り）
●日　時：１２月７日（日）１３時３０分～１６時迄
●講　師：フラワースタイリスト　森　　ルミ（モリ　ルミ）先生
●参加費：材料費２０００円程度〔※別途入園料（大人：２６０円）が必要、６５才以上の方無料〕
「新春を迎える寄せ植えの作り方」（現代風お正月の寄せ植え）
●日　時：１２月１３日（土）１３時３０分～１６時迄
●講　師：園芸研究家　福西　靖英（フクニシ　ヤスヒデ）先生
●参加費：材料費３０００円程度〔※別途入園料（大人：２６０円）が必要、６５才以上の方無料〕
「お正月を飾る寄せ植えの作り方」（松竹梅の寄せ植え）
●日　時：１２月１４日（日）１３時３０分～１６時迄
●講　師：園芸研究家　福西　靖英（フクニシ　ヤスヒデ）先生
●参加費：材料費５０００円程度〔※別途入園料（大人：２６０円）が必要、６５才以上の方無料〕
※参加申込みは、開催月の３ケ月前から電話等で受付中です（定員は３２名まで先着順）
　尚、定員に達している場合は、キャンセル待ちとなります
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【気軽にちょこっと体験】（１１月のテーマ：苔玉をつくりましょう）
●日　時：１１月８日（土）又は１５日（土）１３時３０分～１５時迄
●講　師：緑花センター職員　笠松　久雄（カサマツ　ヒサオ）
●参加費：材料費として1,000円程度必要。又、別途入園料（大人：２６０円）が必要（６５才以上の方は無料）
※参加申込みは、開催月の３ケ月前から電話等で受付中です（定員は２４名まで先着順）
　尚、定員に達している場合は、キャンセル待ちとなります
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【花・木等の作品の展示会】
「第54回盆栽展」（自然と人の織り成す造形美の盆栽の展示）
●日　時：１１月１日（土）～３日（月）９時～１７時迄（※３日は１６時３０分迄）
●場　所：本館展示室（※一部即売あり）
「秋の小品盆栽展」（小品盆栽の展示）
●日　時：１１月７日（金）～９日（日）９時～１７時迄（※９日は１６時３０分迄）
●場　所：本館展示室（※一部即売あり）
「秋の山草展」（ツワブキとダイモンジソウを中心とした秋の草花の展示）
「第41回寒らん展」（寒らんの品種と美の紹介と展示）
●日　時：１１月１５日（土）～１６日（日）９時～１７時迄（※１６日は１６時３０分迄）
●場　所：寒らん展・・・本館展示室、秋の山草展・・・別館展示室　（※一部即売あり）
「秋の原色押花教室展」（１１月９日、１６日の両日に行った花と緑の教室の作品展示）
●日　時：１１月２２日（土）～３０日（日）９時～１７時迄
●場　所：別館展示室の奥側の部屋
「野生ラン展」（フウランとカンランを主体とした野生ランの紹介と展示）
「寒らん遅咲き展」（遅咲き種等の紹介と展示）
●日　時：１１月２９日（土）～３０日（日）９時～１７時迄　（※３０日は１６時３０分迄）
●場　所：寒らん遅咲き展・・・本館展示室、野生ラン展・・・別館展示室　（※一部即売あり）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【花と緑の相談コーナー開設】（花木の剪定、栽培管理、病害虫の診断・防除等の相談・指導）
●日　時：１１月１日、８日、１５日、２２日、２９日の毎週土曜日　１３時～１６時３０分迄
●相談員：大原　明（オオハラ　アキラ）先生
※電話による相談や直接花木を持参しての相談などに対して指導や助言を行います
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【ブルー・スカイ・フェスティバル開催のお知らせ】
緑花センターでは、１０月４日（土）～１１月３日（月）の一ヶ月間、ブルー・スカイ・フェスティバルとしてさ
まざまな催し物を行っています〔※１…雨天中止、※２…材料費・参加費は自己負担〕

　１１月１日（土） 岩出第2中学校吹奏楽部の演奏会〔11:00～・13:30～〕 ※１
どんぐり細工体験

　１１月２日（日） 大道芸パフォーマンスショー〔11:00～・13:30～〕

　１１月３日（月）

フラメンコの披露及び体験〔13:30～〕 ※１
ツリークライミング体験（参加費 200円） ※１、※２
ネイチャーゲーム体験
絵手紙体験（材料費 30円） ※２

※催し物の詳細については、事務所へ電話等でお問い合わせ下さい

和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】
和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
〔
住
所
〕
６
４
９
‐
６
２
１
１　

岩
出
市
東
坂
本
６
７
２
〔
電
話
〕
６
２

４
０
２
９
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
６
３

２
５
７
０ 11月の休園日のお知らせ 休園日は毎週火曜日で、4日、11日、18日、25日となります。



参加費
無　料

　図書館を使いこなそう第８回目は、「蔵書検索編」です。
　蔵書検索とは、図書（本）や雑誌、ビデオテープやＤＶＤなどの
資料がどこにあるかをパソコンなどで検索することです。Web等
で公開されているもの、またはその検索システムのことを通称
OPAC（Online Public Access Catalogue）といいます。岩出図
書館でも自館のOPACをWeb上に公開しており、岩出図書館はも
ちろんのこと分館・分室にどんな資料を所蔵しているのか、利用の
際に必要になる請求記号などが自宅でインターネットから簡単に
検索できるようになっています。（写真①）

　また、岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図
書室の利用者用コンピュータ（画面を指でふれるタッチパネル方
式）で蔵書を調べることもできます。（写真②）この蔵書検索によ
り書庫出し票（写真③）を記入いただくと、書庫にある本（一部貸
出できない資料もあります）を出してくることもできますので、ぜ
ひこの機会に蔵書検索を覚えて、図書館を使いこなしましょう！そ
のほか、わからないことがあればどうぞお気軽に図書館スタッフ
におたずねください。

図書館を使いこなそう⑧
～蔵書検索編～

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

対　　象：小学生（定員：先着20名）
申込方法：岩出図書館カウンターに直接申し込みいただくか、
　　　　　電話（６２－７２２２）で申し込みください。
　　　　　定員になり次第、締め切らせていただきます。
そ の 他：まつぼっくりのクリスマスツリーにかざるビーズやスパ
　　　　　ンコールなど、かざりたいものを持ってきてください。

●11月１日㈯　14:00～　中山千夏講演会（事前申込要）
●11月２日㈰　13:30～　おはなし会（おはなしドロップス）
●11月３日㈷　11:00～　おはなし会（和歌山おはなしの会語りの森）
●11月８日㈯　10:30～　読書週間アニメ上映会（子ども向け）
●11月９日㈰　10:30～　わくわく親子図書館ツアー（事前申込要）
　　　　　　　13:30～　おはなし会（おはなしドロップス）
　　　　　　　14:00～16:00　オリジナルしおりづくり（随時受付）
○読書週間中は、展示コーナーで複製画展を開催!!
＊11月８日㈯　14:00～　総合保健福祉センターおはなし室にて、
　　　　　　　　　　　　おはなし会｢おはなしのじかん｣を開催!!

まつぼっくりで

をつくろう！
日時 平成20年 12月6日㊏  14:00～
場所 岩出図書館 大会議室

（写真①）

（写真②）

（写真③）
場 所 岩出図書館  おはなし室

2日•9日
「おはなしドロップス

」

30日 英語でおはなし会

16日•23日
「おはなしのとびら」

おはなし会

13時30分～

11月の
毎週日曜日に

、

　　おはなし
会開催!!

　図書館に入館する際は、バッグ・袋物など荷物類、そのほか読書・
調査研究に不必要なものは館内に持ち込むことができませんので、
図書館備え付けのロッカーに入れて各自管理をしてください。
ノート・筆記用具は持ち込みが可能です。

クリスマスツリー

読書週間イベントのお知らせ
１０月２７日～１１月９日

25 広報いわで　2008.11

図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

月 火 水 木 金 土 日

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

11月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　　　　開館時間：岩出図書館　10:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室：10:00 ～ 18:30

月 火 水 木 金 土 日

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。
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市の人口と世帯（平成 20年 9月末日現在）　総人口 52,155 人　男 25,195 人　女 26,960 人　世帯数 19,951


